
堪ゴヤか市民放電 ¥掴詔で猿か茨堵講読

誰の請で車当

Zh豹　c王　Bai di c着i yin ji証

朝謹白帝彩云問,
qi亘n li Ji弧gling yi ri huin

千里氾陽一日通。
Iiing an yuin sheng ti bd∴zh心

繭岸猿声囁不住,
qmg zh6u yi gu6　win ch6ng shan

軽舟直通万韮山。

ネ未認定でlなピンイン(辞希書め

の発毛を中心(こ淳暫し可。

朝に辞す白帯彩雲の間
朝早く軍部部ナ掌の嘩腔浮かぶ屈伸城を辞し

千里の江陵一日にして還る
千里離れた江随へと・日で帰る

両岸の猿声囁いて住まざるに
聞置の巌の鳴き声が次から次へと尽き離陸

軽舟己に過ぐ万重の山
舟は尊くも連なる両々を過ぎてしまった

崎を∴の∴∴うう

広三/内

(講師略歴)

/猶2弓仁　木孝で当′鱒璃喚o

車重笥モ所蔵。

之クo2′年　中唾研撞所摸索(軸中
臣諮曽移砕(学年岡)。

えクの夕　　こ　中底の丈常客で乱舟謀
へユリII牢　　教師を縁範。

20/9∴∴二　名首原画縁センターで
へか之咋　8在珠玉碕紫(辞二評)

(勘合も、申込先)

七二、でか市民取去上　寿鶴居

了÷q　ミ　0∫之-3互/-/∫7?

(侵倒)

食塀糾　2、∫つク円

教材費　　3クo’円

合研∴∴去守雄7　円

(会場)

印は兎亭墾色シター
集会牽

(日時、子息) /のこ00へ//リク

⑦存之言、掴諸種の基礎
痕謁詳説

②〆　‥∴緊謂摘記C雑)

③名手こl′　李白一柿商等

一㊥労え　二　年　鋳る、琵規等

④名所二　年　手絡等

肇の暗唱瑞望協)
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